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１．会社概要

（５）組織図

（８）処理実績 単位：ｔ
品目 2020年度 2021年度 2022年度

感染性産業廃棄物(特管物) 351.27 395.25 436.87
廃酸 0.33 0.42 0.87
廃アルカリ 0.31 0.36 0.54
混合廃棄物 7.66 6.74 10.09
廃プラスチック 6.97 6.66 6.79
ガラスくず 1.16 0.78 0.73
金属くず 0.10 0.02 0.09
廃油（特管含む） 10.51 9.83 11.20
汚泥 0.250 0.003 0.062

合計 378.56 420.06 467.24

3P

（１）事業所名及び代表者名
　　　　　　　有限会社マップコーポレーション
　　　　　　　代表取締役　安田武博

（２）所在地
　　　　　　　〒811-2132
　　　　　　　福岡県糟屋郡宇美町原田3-30-2

（３）環境管理責任者及び担当者連絡先
　　　　　　　環境管理責任者　脇田　禎之
　　　　　　　TEL：092-957-9955　FAX：092-957-9956

（４）事業活動の内容
　　特別管理産業廃棄物及び産業廃棄物収集運搬

（６）事業の規模
　　　　　　　　・従業員数　 ６名（内パート１名）
　　　　　　　　・売上高　　　104,881千円(2022年度)
　　　　　　　　・敷地面積　 161.98㎡(事務所：58.38㎡　車庫：45.28㎡ 倉庫：58.32㎡)
（７）施設等の状況
　　　　　　　　・収集運搬車両　２ｔ保冷車3台　1.2ｔ冷蔵冷凍車１台

（９）廃棄物処理料金
     個別契約内容に基づき別途御見積り

（10）資本金　５００万円

（11）設立年月日　平成４年１１月１１日

最高責任者

収集・運搬部門 営業部門事務部門

環境管理責任



（12）事業許可内容

業種名 所轄県・市 許可番号 許可年月日 許可期限 許可品目

特別管理
産業廃棄物
収集運搬業

＊積替保管 有（福岡県）

面積：4.80㎡
保管上限：6.24㎥

積上げ高さ：1.60ｍ

福岡県 04060002547 H25年5月12日 ℞10年5月11日

廃油、廃酸、廃アルカリ、ばいじ
ん、燃え殻、汚泥、感染性産業
廃棄物

産業廃棄物
収集運搬業

＊積替保管なし

福岡県 04000002547 H29年7月10日 Ｒ９年7月9日

廃プラスチック類、金属くず、ガ
ラスくず等(以上３品目について
は自動車等破砕物を除く)、燃え
殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカ
リ、紙くず、木くず、繊維くず、動
植物性残さ、がれき類(廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維く
ず、ガラスくず等、がれき類につ
いては、石綿含有産業廃棄物を
含む)、(廃プラスチック類、金属く
ず、ガラスくず等については、水
銀使用製品産業廃棄物を含
む。)

２．認証・登録の対象範囲(全組織・全活動)

4P

 ①対象事業所 ：本社 〒811-2132
                             福岡県糟屋郡宇美町原田3-30-2
 ②事業活動　　：特別管理産業廃棄物及び産業廃棄物収集運搬



３．環境経営方針

　　　5P

【基本理念】

当社は感染性医療廃棄物の収集運搬事業の経験を生かし、
医療廃棄物処理に従事する全ての方々の安全を重視します。
また、処理に伴う環境負荷の低減を図り、さらに従業員の環
境への意識向上に努め自主的・積極的に環境保全に取り組み
ます。取組については、小さなことから実践し当社の事業を
通じ地球環境保全とSDGsへつながる目標達成を通じ社会貢献
を目指します。

【環境経営方針】

 基本理念に基づき、少しでも環境改善の一環に貢献でき
るよう、以下の活動に取り組み実行して参ります。

１．関連法規,条例等を遵守した事業活動の継続。
２．受託した廃棄物の処分完了まで事故及び苦情の防止。
３. 重点分野として、事業活動に伴う環境負荷(エネルギー、

 資源、排ガス)を削減し、環境汚染の予防。
＜具体的な取組み＞
・収集、運搬車輌の使用燃料の削減。
・事務所、倉庫の使用電力の削減。
・廃棄物の再資源化に取組みリサイクル率を向上。

４. ５S活動の推進。
５. 社内外のコミュニケーション(報告・連絡・相談)の徹底。
６. 地域貢献活動の推進。 
７. 環境経営の継続的改善を推進。

制定日2009年11月 1日

改定日2021年 6月 8日

有限会社マップコーポレーション

代表取締役社長 安田 武博



４．環境経営目標及び環境経営計画

４-１．環境経営目標（2021年度～2023年度）

基準年
(2020年度)

2021年度
(2021年 4月～翌年 3月)

2019年度比
0.1％削減

104.59

kg-CO2 39,631 39,591
kWh/ｔ

(注記2,3) 8.84 8.83

kWh 3,347 3,344
Ｌ/ｔ

(注記2,3) 4.96 4.96

Ｌ 1,876 1,874
Ｌ/ｔ

(注記2,3) 35 34.90

Ｌ 13,224 13,211

一般
廃棄物

(可燃ごみ)
96ｋｇ

2020年度
実績以下

産業
廃棄物 740ｋｇ ----

４２㎥
2020年度
実績以下

事故、苦情
ｾﾞﾛ件

事故、苦情ｾﾞﾛ件

ﾁｪｯｸﾘｽﾄによ
る確認

ﾁｪｯｸﾘｽﾄによる
確認

1回/月
会社周辺道路等の

清掃活動実施
2回/月以上

6P

104.48 104.38

39,552 39,512

104.69

2019年度比
0.2％削減

2019年度比
0.3％削減

2020年度
実績以下

2022年度
(2022年 4月～翌年 3月)

2023年度
(2023年 4月～翌年 3月)

4.95 4.95

1,872 1,870

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

ＣＯ2
排出量

kg-CO2/ｔ
(注記2,3)

2020年度
実績以下

2020年度
実績以下

2020年度
実績以下

電力
8.82 8.81

3,340 3,337

ｶﾞｿﾘﾝ

2020年度
実績以下

交通事故、飛散・流出
事故及び苦情の

発生件数
事故、苦情ｾﾞﾛ件 事故、苦情ｾﾞﾛ件

軽油
34.86 34.83

13,198 13,184

廃棄物排出
量削減

注１．基準年の電力のCO2計算は九州電力公表2018年度値：調整後の排出係数0.347（Kg-CO2）/kWhを適用
注２．CO2目標の原単位計算：ｔは該当年の総収集運搬量
注３．2020年度総運搬量：378.55ｔ

　 環 境 経 営 目 標　

5S活動の推進
ﾁｪｯｸﾘｽﾄによる

確認
ﾁｪｯｸﾘｽﾄによる

確認

地域貢献活動の
推進

会社周辺道路等の
清掃活動実施
2回/月以上

会社周辺道路等
の清掃活動実施

2回/月以上

総排水量削減 2020年度
実績以下



4-2．主な環境経営計画の内容

 4-1CO2排出量の削減について

(1)電力の抑制をする
  A）エアコンの温度設定（夏28℃以上，冬20℃以下）とする
  B）エアコンフイルターの清掃年2回実施
  C）必要以外の電気はこまめに消す
  D）省エネ家電、照明器具の選定

(2)自動車の燃費の効率の向上を図る。
  A）省エネを考慮した収集・運搬計画、走行ルート選定(同一地域をまとめる等)。
  B）アイドリングストップ実施。
  C）適正車間距離を維持し急ブレーキ、急発進をしない。
  D)適正タイヤ、空気圧など車両の日常点検実施。

 4-2廃棄物排出量の削減について
(1)産業廃棄物について
  A)分別を徹底しダンボール紙の再資源化を図る
  B)産業廃棄物処理委託先の再資源化状況及び適正処理の把握

4-3総水出量の削減について
  A)洗車時の節水実行(洗車バケツの活用等)
  B)洗濯時の節水実行(適正水量、まとめ洗い等)
  C)食器類は、ため水で洗う。

4-4事故及び苦情の防止、5S活動の推進
  A)道交法の順守、ｱﾙｺｰﾙﾁｪｯｸ
  B)「収集運搬作業手順書」の順守
  C)顧客とのコミュニケーションを徹底し必要な情報を適切に提供

4-5 5S活動の推進

  B)清潔な服装の維持

4-6地域貢献活動
  A)会社周辺道路等の清掃活動を実施

７P

  A)定期的な車庫、倉庫、車輛、事務所の清掃実施(第１、3土曜日)



５．環境経営目標及び実績、環境経営計画取組結果の評価

5-1 環境経営目標及び実績

評価

達成率
(%)*3

kg-CO2/ｔ
(注記2)

104.69
(CO2排出量：

39,631kg-CO2)
（総運搬量：378.55ｔ）

99.91
(CO2排出量：
46.683kg-CO2)

（総運搬量：467.24ｔ）

104.4

kWh/ｔ
(注記2)

8.84
(使用量:3,347kWh)

6.99
(使用量3,268kWh)

120.7

Ｌ/ｔ
(注記2)

4.96
(使用量1,876L)

2.74
(使用量:1,281L)

144.6

Ｌ/ｔ
(注記2)

34.93
(使用量:13,224L)

35.32
(使用量:16,503L)

98.7

96ｋｇ 96ｋｇ 100

42㎥ 42㎥ 100

事故、苦情ｾﾞﾛ件 事故、苦情ｾﾞﾛ件 100

チェックリストによる
確認

チェックリストによ
る確認

100

1回/月

新型コロナウイルス感
染拡大防止の為清掃

活動日の土曜日を休日
とした為実績無し

ー

３．CO2達成率計算式：＜{(目標-実績)/目標}+1＞×100

ＣＯ2
排出量

８P

総排水量削減 
2020年度
実績以下

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

2020年度比
0.2％削減
104.48以下

電力

会社周辺道路などの清掃
活動実施

2回/月以上

8.82

ｶﾞｿﾘﾝ 4.95

軽油

５S活動の推進 チェックリストによる確認

2022年度目標
(2022年 4月～翌年 3月)

１．基準年の電力のCO2計算は九州電力公表2018年度値：調整後の排出係数0.347（Kg-CO2）/kWhを適用
２．CO2目標の原単位計算：ｔは該当年の総収集運搬量

34.86

基準年
(2020年度)

事故及び苦情の防止活
動の推進

事故、苦情ｾﾞﾛ件

2022年度実績

一般廃棄物削減
(可燃ごみ)

2020年度
実績以下

地域貢献活動の
推進



(1)CO2の排出量削減

2020年 2021年 2022年
目標値 97.02 104.59 104.48
実績値 104.69 101.35 99.91 単位　kg-CO2/ｔ

(1)-1　電気 （購入電力の排出係数は2018年より、0.483ｋｇ-CO2/kwhを使用している。）

2020年 2021年 2022年
目標値 8.48 8.83 8.82
実績値 8.84 8.21 6.99

(1)-2 　軽油

2020年 2021年 2022年
目標値 31.96 34.90 34.86
実績値 34.93 34.96 35.32

(1)-3　ガソリン

2020年 2021年 2022年
目標値 4.39 4.96 4.95
実績値 4.96 3.58 2.74

＊原単位方式に変更のため2020年よりの表記

９P

5-2 実績　

単位　L/t

単位　L/t

単位　kWh/t

0.00
20.00
40.00
60.00
80.00

100.00
120.00
140.00

目標値

実績値

0.00

5.00

10.00

15.00

目標値

実績値

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

目標値

実績値

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

目標値

実績値



(2)廃棄物排出量の削減

2020年 2021年 2022年
目標値 96.0 96.0 96.0
実績値 96.0 96.0 96.0

（資源ごみは除く）

(3)総排水量削減　

2020年 2021年 2022年
目標値 42 42 42
実績値 42 42 42

(4)事故及び苦情の防止
2020年 2021年 2022年

目標値 0 0 0
実績値 0 0 0

１０P

単位　kg

単位　％

単位　件

0

20

40

60

80

100

目標値

実績値

94.0

95.0

96.0

97.0

98.0

99.0

100.0

目標値

実績値



5-3．環境経営計画取組結果の評価及び次年度取組内容

項目 評価
取組み結果

(2022年4月～2023年3月)
対策 次年度取組内容

１．CO2排出量の
削減

○
年間目標104.48ｋｇ-CO2/
ｔに対し99.91ｋｇ-CO2/ｔで
目標達成。

引続き冬場の灯油の購
入をやめ、暖房もエアコ
ンで対応した

　1-1電力 ○
目標8.82ｋWｈ/tに対し
て、6.99ｋWｈ/tで目標達
成。

目標達成、CO2の削減
の為、今後も継続して節
電の意識を更に、持つ
よう徹底する

　1-2ガソリン ○
年間目標4.95L/tに対して
2.74L/t目標達成。

取組みの維持

　1-3軽油 △
年間目標3486L/tに対し
て35.32L/t目標ほぼ達
成。

収集運搬量の増に起因

2.廃棄物廃棄量の
削減(可燃ごみ)

○
目標達成。目標96kgに対
して、96ｋｇ目標達成。

取組みの維持 継続して活動

3.総排水量削減 ○ 目標達成できた。 取組みの維持 継続して活動

4.事故及び苦情の
防止、5S活動の推
進

○
事故苦情無し、目標達成
できた。

安全運転の徹底、客先
での挨拶の徹底実施

継続して活動

5.地域貢献活動の
推進

--
会社周辺道路などの清掃
活動実施2回/月以上

新型コロナウイルス感染
拡大防止の為清掃活動
日の土曜日を休日とし
た為実績無し

今後の清掃活動に
ついては、月から金
曜日の間で業務状
況を見て実施

達成〇：100%　　ほぼ達成△：97%～99%　　未達成×：96.9%以下

　　　　　　　　　１１P

軽油以外は目標
達。軽油はほぼ達
成したが主な要因
は収集運搬量(ｺﾛﾅ
禍の関係もあり)に起
因している、2023年
度は省エネ活動に
引続き注力する



６．環境関連法規への違反、訴訟及び苦情等の有無

遵守点検：2023年3月29日

確認結果

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

該当なし

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

1２P

廃棄物の処理及び清掃に
関する法律

環境省が指導する感染性
産業廃棄物に関する「手引
書：廃棄物処理に基づく感
染性廃棄物処理ﾏﾆｭｱﾙ」

感染性産業廃棄物
(医療機関などからの感染性産業
廃棄物収集運搬)

収集運搬及び保管

事業者及び消費者の責務家電ﾘｻｲｸﾙ法 該当物：テレビ、冷蔵庫、エアコン

国等による環境物品等の
調達の推進等に関する
法律

事業系一般廃棄物 委託先業者の選定基準・委託基準の順守

許可証の携帯義務

廃棄物処理業

保管基準の尊守

委託基準の尊守

自動車ﾘｻｲｸﾙ法

当社に適用される下記法令その他規制遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。また訴訟、お客
様、近隣地域等からの苦情についてもありませんでした。

法律名等 対象設備、作業等

名義貸しの禁止

許可業者への委託

帳簿の記載義務

収集、運搬車の表示等

産業廃棄物再委託の禁止

管理票(ﾏﾆﾌｪｽﾄ)の交付

福岡県環境保全に関する
条例

活動全般
事業活動に関し、環境への負荷の低減その他の環境の保全に自
ら努めるとともに、県及び市町村が実施する環境保全に関する施
策に協力

過積載車両の運転禁止

積荷の飛散、落下防止

道路交通法

営業用車両、収集運搬用トラック 自動車の所有者が行なうべきこと

事業者及び国民の責務 物品購入の際等、できる限り環境物品を選択

優良処理業者の許可の有効期間の特例

要求事項

管理票(ﾏﾆﾌｪｽﾄ)の写しの保存期間

産業廃棄物
1.医療機関などからの感染性産
業廃棄物収集・運搬
2.その他産業廃棄物の収集・運
搬

管理票(ﾏﾆﾌｪｽﾄ)の写しの送付を受けるまでの期間

管理票(ﾏﾆﾌｪｽﾄ)に関する知事への定期報告

ﾌﾛﾝ排出抑制法 業務用エアコン(7.5KW以下) 1回/3ヶ月点検実施

営業用車両、収集運搬用トラック

法定速度順守

整備不良車輌の運転禁止



　　　　　　　

環境経営目標
環境経営目標
の達成状況

環境経営活動計
画の実施状況

1．二酸化炭素排出量の削減 〇 〇

　　①電力使用量の削減 〇 〇

　　②軽油使用量の削減 △ 〇

　　③ガソリン使用量の削減 〇 〇

2．廃棄物排出量の削減 〇 〇

　　①一般廃棄物(可燃ごみ) 〇 〇

　　②産業廃棄物 〇 〇

3．総排水量削減 〇 〇

4．交通事故、飛散・流出事故及び苦
情の発生件数

〇 〇

5．5S活動の推進 〇 〇

6．地域貢献活動の推進 --- ---

 

７．代表者による全体の評価と見直し・指示　2022年度

評価及び見直しに必要な情報（環境管理責任者）

運用情報区分 コメント

環境経営目標・環境経営計画の達成状況

軽油以外は目標達成。軽油はほぼ達成したが主な
要因は収集運搬量(ｺﾛﾅ禍の関係もあり)に起因して
いる、2023年度は省エネ活動に引続き注力する

一般廃棄物は目標達成、本年度より産業廃棄物(廃
プラ)についても取り組んだ

全従業員で節水意識を徹底した。

事故及び苦情ゼロを達成出来た
安全運転の徹底、客先での挨拶の徹底を継続

チェックリストによる確認で5Sの維持が出来た

第1、第3土曜日実施していたがコロナの影響で
中止

環境関連法規等の遵守状況 「環境関連法規、条例及びその他規制事項／順守状況確認結果」を使用し3/29実施問題はなかった。

外部からの環境に関する要望や苦情等 外部からの苦情等はなかった。

緊急事態に対する試行訓練結果 会社敷地内車庫での火災発生について訓練実施、実施事項の再確認、初期消火方法及び連絡先などの確認を指導した。

問題点の発生とその是正・予防処置
特に無し

その他
（改善への提案等）

環境の改善をする目的と目標を明確にして全従業員で取り組む意識を持ち、ＰＤＣＡサイクルを活用して改善を常に図
る。

前回審査時の指摘事項に対する対応状況等 指摘事項としては，廃プラを産廃として環境経営レポート等の修正を行った。

　評価と見直し・指示（社長 ）

評価

環境経営システムが有効に機能しているか 全従業員の意識は高まっており，環境を意識した経営を行うことができているので今後も継続して行く必要がある。

環境への取組は適切に実施されているか

実施されている
積極的に取り組んできた結果、環境目標は軽油以外達成することができたが、全般的には高いレベルでの対応ができてい
るとは言い難いのが現状である。例えばCO2の削減において、主要な軽油の使用量に関し目標達成ができなかった課題
は今後も、更なる環境化問題への取り組みと業務改善を強化し全社員で取り組むとともに、エコアクションを経営の基盤
づくりとして活用できるようにしていくこととする。

見直
し・
指示

環境形影方針
変更の必要性（有or無）

変更の必要性がある要素有無　□あり　☑なし　ありの場合下記

環境目標・環境活動計画
変更の必要性（有or無）

変更の必要性がある要素有無　□あり　☑なし　ありの場合下記

実施体制の構築
変更の必要性（有or無）

変更の必要性がある要素有無　□あり　☑なし　ありの場合下記

その他の環境経営ｼｽﾃﾑの要素
変更の必要性
〇1．取組の対象組織・活動の明確化
〇2．環境方針の策定
〇3．環境負荷、取組の把握及び評価
〇4．環境関連法規等の取りまとめ
〇5．環境目標、環境活動計画の策定
〇6．教育訓練の実施
〇7．環境コミュニケーションの実施
●8．実施及び運用
〇９．環境上の緊急事態への準備及び対応
〇10．環境関連文書及び記録の作成・管理
〇11．取組状況の確認、問題の是正・予防
〇12．代表者による全体の評価と見直し

変更の必要性がある要素有無　☑あり　□なし　ありの場合下記

コロナ対策については2023年5月より緩和されたが、当社は医療関係廃棄物を取扱うので、引き続き新型コロナ対策の
徹底を図ること


